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「コネコネ、コネコネコネ、コネコネ」

　後の【怠惰魔王】、ＺＺＺ。

　今は【巨像職人】である彼は、レジェンダリアの墓地……それも日本であれば無縁仏と呼ばれる場所で粘土を捏ねていた。

　墓土ではなく持ち込みの素材粘土ではあるが、不気味な光景だ。目の隈が濃い彼自身の顔立ちも相まって、アンデッドモンスターか異端の死霊術師にしか見えない。

　実際にそう勘違いして攻撃してきた〈マスター〉も何人かいたが、いずれもドリームランドで眠らされている。

「もうちょっと……もうちょっと……」

　なぜこんな場所で粘土を捏ねているかと言えば、彼の戦力となるゴーレムを作るためだ。

　ゴーレム作成には本人のステータスや自然魔力も重要であるが、他の要素も絡む。

　例えば、怨念の濃い墓所などで作成した個体は一定確率で霊体モンスターにもダメージが通るようになる。ＺＺＺはそのボーナスを狙って曰くつきの墓地で作業しているのだ。

　では、どうしてそんなゴーレムを作ろうとしているのか。

　それは偏に安眠のためである。

　ＺＺＺは人気のない良い睡眠スポットを見つけていた。

　だが、どういう訳か最近になって強力な霊体モンスターが徘徊しはじめたのである。

　ドリームランドの効果対象外らしく、眠らせることも叶わない。

　ゆえにＺＺＺは物理的攻撃手段が効かない霊体への対策として、対霊体ゴーレム作成ガチャに勤しんでいるのだ。

　安眠のためならば労働も辞さない男である。

　そうして黙々と……と言うには独り言多めに……作業していたＺＺＺだが。

「失礼。少し、話をしてもいいですか？」

　不意に、背後から声を掛けられた。

「？」

　振り向いてみると、いつの間にか一組の男女が彼の後ろに立っていた。

　彼に声をかけてきたのはその片割れ、顔色の優れない青年だった。

　紫色の少女を連れたその青年は痩せており、目の下にはＺＺＺのように隈がある。

　強いて違いを言えば、ＺＺＺがリアルの自分に似せるためにメイキング段階で目の隈を作ったのに対し、青年の方はこちらでの生活の結果でそうなっているのだろう。

　デンドロでは快眠続きで本来なら目の隈などできようがないＺＺＺとは真逆である。

　さて、そんな青年がどうして話しかけてきたのかと言えば。

「本当に生きている人でしたね……」

「だから言ったであろう、旦那様」

　青年は少し驚いた様子で、隣の少女はあきれ顔だ。

　どうやら例に漏れずＺＺＺをアンデッドと疑ってのことだったらしい。

　ともあれ、いきなり攻撃してきたこれまでの者達よりは理性的と言えよう。

（……うーん、こんなに疑われるくらいなら着ぐるみでも着ていようかな？）

　ファンシーな着ぐるみでも着ていれば、アンデッドとは疑われまいと彼は考える。

　……墓場に着ぐるみがいたらそれは別種のホラーゲームの様相だが。

「あ、失礼しました……。この付近で危険なアンデッドが徘徊していると聞いていたもので……。……私はベネトナシュ、ジョブは【冥王】です」

「妾は旦那様の〈エンブリオ〉、銘はペルセポネだ」

「ぼくはＺＺＺ。見ての通り、ゴーレムを作ってる【巨像職人】～」

　二人は『見ての通り？』と首を傾げたが、ともあれ自己紹介は済んだ。

「それで～ベネトナシュはどうしてこんなおどろおどろしいところに～？」

　自分のことを棚に上げたＺＺＺは、ゴーレム作りの手を止めないまま尋ねてみた。

　それを気にした様子もなく、ベネトナシュは答える。

「私は怨念を消す旅をしています」

「どゆこと？」

　それだけでは分からなかったＺＺＺは詳しい事情を聞いてみた。

　隠すことでもないのかベネトナシュは事情を話し始めた。

　この世界の怨念は死者を変質させる。

　死体はゾンビやスケルトンに変質し、死者の魂までもレイスと化す恐れがある。

　ゆえに、死者の魂が損なわれ、手遅れにならないよう……各地の怨念溜まりを消して回っているのだという。それこそ、世界中を旅しているらしい。

　一種の慈善事業。それも生者ではなく死者のためのものである。

「……私の活動を、君はどう思う？」

　話し終えてから、ベネトナシュは問いかけてきた。

「いいんじゃない？」

　報われるかも、意味があるかも分からない。賽の河原の如き苦行を続けているベネトナシュを、ＺＺＺは素直に『すごいなぁ』と思った。

　自分でやりたいとは微塵も思わないし、自分と違う種類の人間……生き物を見るような感覚を抱くが、それはそれとして感心する。

（まぁ、価値観なんて人それぞれだしー）

　他人があって当然と思っている睡眠が、ＺＺＺには『夢のようなこと』であったように。

　強いて言えば……。

「寝る間も惜しんで、っていうのはちょっといただけないけどねー」

　睡眠不足と過労が生む目の隈だけはちょっといただけなかった。

「ああ、それはもっと言ってやってほしい」

　ペルセポネは同感だと強く頷いた。

「はは……」

　ベネトナシュは苦笑を返すしかない。

　実際、彼は眠ることが苦手だ。

　自分が怠けた時間で『間に合わなくなる』ことを恐れている。

　かつて、この世界に足を踏み入れたその日、少女の餓死に間に合わなかったことがトラウマとなっている。

　あるいは、眠ることでそうした出来事を思い出してしまうからか。

　ゆえに眠るという行為に対して、ＺＺＺとベネトナシュは異なる価値観を持っている。

　ＺＺＺにとっては求めて止まなかったこと。

　ベネトナシュにとっては恐れて避けること。

　そこに関しては、真逆と言える。

　ともあれ、互いに価値観を押し付ける人間ではないため、特に対立などは起きない。

　後に〈超級〉となる二人だが、どちらも〈超級〉の中ではかなり穏当な部類であった。

「あ。できあがり～」

　そうして話している内に、ＺＺＺの作っていたゴーレムが出来上がった。

　墓所で作られたためかそのゴーレムは怨念に似た黒紫色をしており、狙い通りに霊体にも有効な攻撃能力を保有していた。

「わ～い。大当たり～。君の名前は【ヴァイオレットＧＢ】だね～」

「ちなみに【ＧＢ】の意味は何なのだ？」

「ゴーストバスター」

「…………」

　ベネトナシュの脳内に、一瞬有名な映画のテーマ曲が流れた。

「……そういえば、どうしてこんなところでゴーレム作成を？　それも……対霊体攻撃能力を持ったものを」

「安眠スポットに強いアンデッドが出るようになったから～。ガードマン用に～」

　それを聞いて、ベネトナシュの表情が変わる。

「……それはどんなモンスターですか？」

「腕が三本で、頭が二つ。下半身はなくて、浮かんでて。すごく好戦的で他の霊体モンスターまでバクバク食べる奴」

　そこまで聞いて、ベネトナシュとペルセポネは顔を見合わせて頷き合う。

「場所を教えてくれませんか。どうやら、そのモンスターが私のターゲットのようだ」

「いいよいいよ～。やるなら安眠のためにぼくもひとはだ脱ぐよ～。えっち～」

「えっち……？」

　作業続きの眠気からハイテンションに入ったＺＺＺ。

　彼は出来たばかりの【ヴァイオレットＧＢ】に担がれながら、ベネトナシュを安眠スポット……件のアンデッドモンスターのいる戦場へと先導しはじめた。




　◇◆




　かくしてＺＺＺはベネトナシュと出会い、強敵相手の共闘を経て、友人となった。

　関係は今も続き、幾つかのエピソードを生むが……それはまた別の話である。
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